
 

 

 

 

 

 

 

 

院内自衛防災訓練が実施されました 
 

業務課 施設管理係 竹内 雅紀 

平成２７年８月７日に防災訓練・研修会が実施されました。今回

初めて担当しましたので、務まっていなかったかもしれませんが、

皆さんのご助力を賜り、何とか無事終わらせることができました。

これも訓練に協力・参加していただいた方々と、参加する方を送り

出していただいた部署の方々のおかげです。ご協力ありがとうござ

いました。 
訓練を終えての感想ですが、

病院の場合、多くの患者様の命を日常的に預かる場所だからでしょ

うか、参加者の皆さんがとても真剣取り組んでいると感じました。

未だ院内の状況に不案内ではありますが、一日も早く必要な知識を

身に着け、皆さんに適切な情報発信ができるようになりたいところ

です。 
 

認定看護師・セラピストによる相談窓口（変更） 
 

当院では、各分野の認定看護師やセラピストが地域の医療・介護・福祉施設からの看護・ケアに

関する相談をお受けしております。相談内容に応じ、各認定看護師・セラピストが直接対応いたし

ますので、どうぞ遠慮なくご連絡ください。 

 

各分野の相談窓口 担当者 内線番号 
①褥瘡(床ずれ)に関すること 皮膚・排泄ケア認定看護師 木村 英子 7558 (PHS) 
②ストーマ(人工肛門・人口膀胱)に関すること 皮膚・排泄ケア認定看護師 笹森 祥子 7581 (PHS) 

③緩和ケア(主にがん)に関すること 
緩和ケア認定看護師 
緩和ケア認定看護師 

太田 緑 
八重樫 学 

7560 (PHS) 
7635 (PHS) 

④リンパ浮腫に関すること 
リンパ浮腫ケアセラピスト 
リンパ浮腫ケアセラピスト 

新谷 亨 
石川 美帆子 

2280 (ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ科) 
2115 (1 階外来) 

⑤化学療法(抗がん剤治療)に関すること がん化学療法看護認定看護師 佐々木 美紀 2229 (化学療法ｾﾝﾀｰ) 
⑥救急処置・ケアに関すること 救急看護認定看護師 仁和 喜美江 7591 (PHS) 
⑦感染対策に関すること 感染管理認定看護師 藤井 真希 7559（PHS） 
⑧糖尿病・フットケア(足の爪)に関すること 糖尿病療養指導士 福沢 麻紀 7570 (PHS) 
⑨口腔ケアに関すること 看護師長 嶋川 久美子 7608 (PHS) 
⑩医療安全に関すること 医療安全管理者 鹿内 純子 7571 (PHS) 
⑪透析看護に関すること 透析看護認定看護師 水尻 信雄 2250 (透析ｾﾝﾀｰ) 
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看護師新人教育への取組み 
 

教育担当：副看護局長 下山 美智子 

 

「保健師助産師看護師法及び看護師等の人材確保の促進に関する法律」の改正により2010年4月

から新人看護職員研修が努力義務となり、看護の質の向上、医療安全の確保、新人看護職員の早期

離職防止が期待されることから、国としての取り組みが始まり、「新人看護職員研修ガイドライン」

が作成されました。当院も、看護局の教育理念「～いのちをみまもり、いのちをささえ、いのちを

つなぐ～看護ができる看護職を育成する」のもと、研修責任者を配置し新人教育を行っていますの

でご紹介いたします。 

「こんな看護師になり

たい！」とそれぞれ看護

観をもち、そして新しい

職場への期待と希望に胸

を膨らませている新人さ

んを、職場ではお姉さん

看護師がエルダーとして

サポートしています。 

教育担当者として、副看護局長、看護師長、主任看護師が担当しオリエンテーション、技術演習、

新人研修など 1 年間のなかで計画、実施しており「基本的な技術を丁寧に教えてもらった」「主任

さんのような看護師になりたいと思った」など新人さんからのうれしい感想が聞かれ、私達もやり

がいを持って関わらせていただいています。日々どのように支援していったら良いか切磋琢磨し、

我が子を育てる思いで関わり、新人さんと共に成長させていただいていると考えていますので、一

同担当していることに感謝しています。 

病棟フィッシュ活動の紹介（第４回） 

６階東病棟 看護師長 嶋川 久美子 

フィッシュ哲学 （※詳しくは「病院ニュースさわらび４月号」をご覧ください。） 

  Play ～ 自ら仕事を楽しみ 
Make their Day ～ お客さま（患者さま）を喜ばせ 
Be There ～ お客さま（患者さま）と向き合う 
Choose Your Attitude  
～ つらい仕事だって楽しくすると決意する（自分で態度を選ぶ） 

 

６東病棟は笑顔が多い病棟です。ベッド稼働率が

高く毎日あわただしく過ぎていきますが、忙しい時でも声をかけあって

笑い話にすることができます。そうすると、患者さまにも自然に明るく

接することができ喜ばれています。まさにフィッシュ哲学が生かされて

います。 

当病棟はきれいな人が多い（？）と言われたことがありますが、スタ

ッフの自然と明るい雰囲気と笑顔が一層そう見えるのかもしれませんね。 


